
【取組内容】 シンキングツールを活用して自身の思考を整理する

印西市立印西中学校（千葉県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中学校英語科 第２学年：Project My Dream（将来の夢や目標について英語でスピーチしよう）

学習の流れ

時数 学習の内容

１

・既習事項の確認
・著名人のスピーチを見たり、その原稿を読んだり
することでスピーチの「構成」を学ぶ

２～４

・学習支援ソフトのシンキングツール（フィッシュ
ボーン図）を使用し、スピーチの軸を決める
・シンキングツール（ウェビングマップ）を使用し、
原稿の内容を膨らませる
・シンキングツールの内容をもとに原稿にまとめる
・発表に必要な資料を作成する

５ ・発表練習をする

６
・グループごとにプレ発表会を行う
・コメントやアドバイス、評価を入力する

７ ・プレ発表会をふまえて発表練習をする

8～10
・全体発表
・他者評価、自己評価を行う

★「シンキングツール」を利用することで、自身の思考の整理の仕方を学ぶことができた。
★「振り返りシート」を全体に共有したことで、他者からの評価やアドバイスを即時知ることができ、す
ぐに原稿の修正や発表練習に活かすことができた。
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